
外部評価チェックシート（案）　　　【各委員チェックシート】

記載例

基本
目標

Ⅰ
個別
目標

1
基本
施策

②
計画
事業

3 ＮＰＯや地域活動団体等、多様な主体との協働の推進

評価の理由

■ □ 適

□ □ 不適

■ □ 適

□ □ 不適

■ □ 適

□ □ 不適

■ □ 適

□ □ 不適

□ □ 適

■

□ □ 不適

その他

この他、この計画事業全般について意見がある場合に記入する。

視点

②適切な目標設定
適切

要改善

①サービスの負担と
担い手

適切

要改善

④目的（目標水準）の
達成度

達成度が高い

達成度が低い

③効果的・効率的な
視点

効果的

要改善

総 合 評 価

計画以上

計画どおり

計画どおりでない

改革方針への意見

内部評価の改革方針に対して、意見がある場合に記入する。
　○○の方向で改善するとあるが、さらに、△△という改善手法も検討する必要があると考
える。

（主に協働事業一覧掲載の事業について）

協働の視点による評
価

協働の視点（協働への取組みが具体的に見えるか、協働の効果が具体的に現れているかな
ど）からの評価。ただし①の視点中で、評価理由欄を別にすることでも対応可能。
　○○団体へ△△のような働きかけを積極的に行ったことにより、○○団体と連携して、い
つ、どのように成果を上げており、この事業に関しては、協働が十分効果的に進められてい
ると認められる。

委員氏名

内部評価

評価区分

　○○については○○により適切と評価しているが、その評価は十分納
得できるものである。

　○○は○○であることから適切であるとするが、△△という理由から、
△△という視点の指標も必要。

　○○により○○のため、効率的に行われていると評価している点につ
いては、是認できる。

　○○により○○を達成したとあるが、効果測定の視点からは、競争原理
が不十分で、必ずしも所期の目的を十分達成できたかは疑問。

　○○については○○でしたが、○○により○○の成果が得られました。
このため事業全体を通し○○については○○と評価します。

評価区分

内部評価に対する外部評価委員の評価及びその理由

ここまでは、内部評価に対する評価。
　（内部評価の妥当性等について）

各委員に担当を割り振る等で記入してもらい（ヒアリング等が終わった段階まで
に）、部会ごとに確認する。これをもとに個別目標の評価につなげる。
このようなシートを作成するかどうか、どのように活用するか、調整・修正した後に
報告書に掲載するかどうかも併せて確認する必要が。


